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1．はじめに

　 バ イ オ エ タ ノー
ル とはバ イオマ ス （生物由来 の 資源）

か ら製造 され るエ タノ
ー

ル で あ り、近年地球温 暖化対

策な ど か ら関 心 が 高まっ て い る。

　 バ イ オ エ タ ノ
ー

ル は CO2 の 排出が少ない こ とや持続

可 能なエ ネル ギ
ー

と して 石 油 の 代替エ ネル ギーと して

活用 で き る こ とな どがあげられ 大きな期待が か け られ

て い る。

　 しか し、原料育成 の ため の資源確保の際の森林伐採

や、トウモ ロ コ シや小麦な どを 原料 と して 使用 した場

合、家畜飼料等 と干渉 しその 資源不足や価格高騰な ど

の 問題があげ られ る 。

　本研究で は 、食用も し くは 試料用 と して 使 わ れ る こ

との な い 原材料（20 種類）を使用 し、バ イオエ タ ノ
ー

ル

作成 の た め の グル コ
ー

ス （以 下 Glc）の 量を調査 し、最適

条件を探 っ た。そ して 、そ の 過程 に お け る 自然科学教

材 とし て の 可 能性を考えた 。

2．方法

2．1 硫酸加水分解

　正0 ％硫酸 125mL の中に試料を 5．Og 投入 し、50 ℃

の オ イ ル バ ス 内で 72 時 間撹拌 し た。

2．2 抽出溶液 の 中和

　 試料 をろ過 した後、強陰 イ オ ン 交換樹脂 に よ っ て 中

和 した。そ して、ロ
ー

タ リーエ バ ボ レ ータ に よ っ て 溶

液を 25mL に濃縮し た。

2．3Glc の 定量

　抽 出 した溶液 中に含 まれ る Glcの 量を ム タ ロ ターゼ

GOD 法 に て 定量 し た 。

3．結果

試料 と Glcの 量の結果 を以下 の 表に示す。

試料
Glc量

（mg ）
試 料

Gb 量

（mg ＞

メ タセ コ イ ア （枝） 2．69 ス ス キ （葉） 66．6

ア ラカ シ （枝） 10．7 ソ メ イ ヨ シ ノ 70．5

ア ラカ シ （葉〉 11．88 ヘ デ ラ ヅ タ 79．8

メ タセ コ イ ァ（葉） 22．6 エ ノ コ ロ グサ （芯 ・
先） 80．9

エ ノ コ ロ グサ（葉） 23．75 カ ワ モ ズ ク 8328

ヤマ モ モ 23．79 リン ゴ 彼 ） 106．33

シ ヤ リン バ イ 253 巨峰（皮） 130．69

茶葉 40．8 梨（皮） 139．65

バ ナ ナ （皮） 43．23 ス ス キ （芯 ・先） 16425

シ シ ガ シ ラ 63．5 甲州 彼 ） 202 。3

名　試料中に含まれる Glu の 量

　 こ れ らの 試料 よ り、効率的に グル コ
ー

ス を抽出す

る条件 を見出した。そ の グル コ
ース 量 を定量 し、エ

タ ノール 発酵に使用で きるグル コ
ー

ス 溶液をそれぞ

れの 試料か ら調製する こ とが できた。

　また、教材 に関しては中学校 3 年生 で 学習す る 「エ

ネル ギ
ー資源 」 の 分野 に お い て 地球温 暖化や二 酸化

炭素の排出とい っ た環境問題 に つ い て学び を広げる

こ とが出来る と考え られ る。
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